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「
中
間
前
払
金
制
度
」
の
勧
め 

国
を
は
じ
め
地
方
公
共
団
体
な
ど
は
、
発
注
し
た

工
事
の
円
滑
、
適
正
な
施
工
を
支
援
す
る
た
め
に
、

工
事
代
金
の
一
部
（
通
常
は
４
割
）
を
前
払
い
す
る

制
度
（
前
払
金
制
度
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
協
会

内
の
企
業
で
も
多
く
の
企
業
が
既
に
活
用
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
企
業
者
だ
け
で

な
く
、
的
確
迅
速
な
工
程
確
保
を
確
実
に
す
る
た
め

発
注
者
に
と
っ
て
も
都
合
が
よ
く
、
ひ
い
て
は
工
事

の
確
実
な
完
成
や
工
事
中
の
安
全
適
切
な
進
捗
な

ど
住
民
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
は
協
会
内
の
企
業
に
更
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
係
各
位
へ
の
更
な

る
ご
理
解
ご
協
力
の
た
め
「
西
建
協
だ
よ
り
」
で
も

中
間
前
払
金
制
度
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
既
に

活
用
さ
れ
た
方
は
ご
承
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
前
払

金
制
度
で
国
や
自
治
体
が
支
出
す
る
場
合
に
は
、 

東
日
本
建
設
業
保
証
（
株
）
の
前
払
金
保
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
以
下
、
東
日
本
建
設
業

保
証
（
株
）
の
新
宿
支
店
の
武
部
課
長
よ
り
寄
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

 

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
多
摩
地
区
の

市
町
村
に
お
い
て
も
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
清
瀬
市

と
東
久
留
米
市
が
導
入
し
、
３
０
団
体
の
う
ち
２
９

団
体
の
発
注
工
事
で
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

通
常
の
工
事
の
場
合
、
工
期
の
中
盤
以
降
に
出
来
高

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
下
請
代
金
等
の
支
払
負
担
も

増
加
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
年
末
や
年
度
末
と
い

っ
た
時
期
に
は
、
特
に
多
く
の
支
払
い
が
集
中
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
是
非
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
の
が
、
こ
の
中
間
前
払
金
で
す
。 

中
間
前
払
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
将
来
返
済
す
る
必

要
の
な
い
資
金
を
簡
易
な
手
続
き
で
、
し
か
も
非
常

に
低
廉
な
保
証
料
で
調
達
で
き
る
こ
と
で
す
。
部
分

払
と
違
い
、
発
注
者
の
簡
便
な
書
面
審
査
の
み
で
請 

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
証
料
は
一
律
０
．

０
６
５
％
で
す
の
で
、
例
え
ば
１
，
０
０
０
万
円
の

資
金
調
達
に
必
要
な
保
証
料
は
、
６
，
５
０
０
円
で

済
み
ま
す
。
加
え
て
、
弊
社
が
作
成
す
る
預
託
金
払

出
依
頼
書
に
よ
り
、
入
金
後
は
直
ち
に
出
金
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
中
間
前
払
金
制
度
は
、
出
来
高
検

査
が
不
要
な
た
め
、
受
注
者
・
発
注
者
と
も
に
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
双
方
に
と
っ
て
有 

益
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
お
客
さ

ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
等
を
三
多
摩
地
区
の
市
町
村
や
東
京
都
の
出
先

機
関
に
ご
案
内
し
、
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
認
定
手
続
き
の
簡
素
化
等
、
よ
り

制
度
が
利
用
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
整
備
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様
が
気

兼
ね
な
く
、
よ
り
一
層
中
間
前
払
金
を
ご
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

「
中
間
前
払
金
制
度
」
の
ご
案
内 

東
日
本
建
設
業
保
証
（
株
） 

 

新
宿
支
店 

課
長 

武
部 

雄
介 

 

こ
の
た
び
は
、
公
共
工
事
に
お
け
る
非
常
に
有
用

な
資
金
調
達
手
段
で
あ
る
「
中
間
前
払
金
制
度
」
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

中
間
前
払
金
制
度
は
、
当
初
の
４
０
％
の
前
払
金

に
加
え
て
、
工
期
や
出
来
高
が
１
／
２
を
超
え
た
段

階
で
、
更
に
請
負
金
額
の
２
０
％
を
請
求
で
き
る
制

度
で
す
。
現
在
、
関
東
地
方
整
備
局
管
内
９
都
県
の

自
治
体
で
は
、
４
２
９
団
体
の
う
ち
３
９
６
団
体
が 

左写真： 

  

防災備品 

倉庫 

ま
だ
使
わ
れ
て
い
な
い
事
業
者
の
方
々
の
た
め
に
当

協
会
で
既
に
利
用
を
し
た
方
に
感
想
を
伺
っ
て
み
ま
し

た
。
西
建
協
を
お
読
み
に
な
っ
て
る
事
業
者
の
方
で
、
使

っ
て
み
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
便
利
だ
っ
た
と
い
う
お
話

が
あ
れ
ば
是
非
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
機
会
を
み
て
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
前
払
金
保
証
、
契
約
保
証
で
は
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
よ 

り
、
当
日
証
書
発
行
な
ど
迅
速
な
対
応
、
契
約
手
続
き
、 

資
金
調
達
で
大
変
便
利
に
な
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
中
間
前
払
金
制
度
」
も
、
以
前
よ
り
も
手
続
き
が 

簡
易
的
に
な
り
、
低
廉
な
保
証
料
で
資
金
調
達
が
出
来 

る
の
で
、
と
て
も
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、 

発
注
者
の
導
入
も
増
え
て
き
て
よ
り
一
層
身
近
に
な
っ 

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
認
定
手
続
き
の
簡
素
化
等 

に
よ
り
制
度
が
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ 

ご
利
用
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
（
Ｔ
社
） 

・
手
続
き
が
簡
単
で
金
融
機
関
よ
り
も
早
く
金
利
が
安

い
。
最
初
に
中
間
前
払
金
用
の
工
程
表
を
作
り
現
場
担
当

者
の
確
認
後
、
認
定
調
書
を
出
し
て
も
ら
え
ば
す
ぐ
に
東

日
本
保
証
が
保
証
し
て
く
れ
る
。
入
金
は
各
市
町
村
等
に

よ
り
だ
い
ぶ
違
い
が
あ
る
が
、
各
会
社
が
申
請
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
発
注
者
側
も
や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
事

が
な
く
な
り
遅
く
な
る
と
い
う
事
は
少
な
く
な
る
と
思

う
。（
Ｏ
社
） 

 

「
中
間
前
払
い
金
制
度
」
私
た
ち
も
使
っ
て
み
ま
し
た  
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  ９ 月 事 業 報 告  

１日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練 

３日 事業委員会 

９日 災害対策安全委員会 

１４日 広報委員会 ３２６号編集 

１９日 総務委員会 

２１日 理事会 

  １０月 事 業 計 画  

１日～７日  全国労働衛生週間 

７日 災害対策安全委員会 

８日 事業委員会 

１２日 広報委員会 ３２７号編集 

１８日 総務委員会 

１９日 理事会 

２７日 西多摩建設業界暴力団等排除協議会 

    第１６回 総会 

 
 

 

◇ あ と が き ◇ 

 先日ノーベル物理学賞受賞者が発表され、真鍋淑郎氏が選ばれ

ました。今から５０年以上前に「二酸化炭素の増加が地球温暖化

につながる」ことを世界に先駆けて発表したのです。現在では異

常気象の多くは地球温暖化が原因のひとつであることがはっき

りし、先見の明がありますね。２０１９年の台風１９号から早２

年。爪痕は大きく、未だその復旧関連工事も行われています。経

済活動と環境保護、持続可能な社会を目指し、建設業として何が

できるか改めて考えてみたいと思いました。 

～広報委員会～ 
 

今
回
は
栗
原
新
田
交
差
点
（
瑞
穂
町
）
の
改
良
工

事
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
当
箇
所
は
飯
能
街
道
と
所

沢
青
梅
線
の
交
差
す
る
箇
所
で
学
童
の
通
学
路
に

も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
行
量
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に

通
勤
時
は
各
路
線
と
も
右
折
が
極
め
て
多
く
渋
滞

が
続
き
、
更
に
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
冠
水
を
す
る
箇

所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
小
規
模
工
事
な
が
ら
手
間
と

時
間
の
か
か
る
工
事
を
当
時
、
当
協
会
に
参
加
し
た

ば
か
り
の
北
将
建
設
が
受
注
し
ま
し
た
。
北
将
建
設

の
木
下
社
長
の
寄
稿
で
す
。（
広
報
委
員
会
記
） 

 

「
温
故
知
新
」
第
三
回
目
は
、
九
年
前
の
平
成
二

五
年
さ
ほ
ど
古
い
案
件
で
は
な
い
が
、
私
に
と
っ
て

は
温
故
知
新
と
言
え
る
も
の
で
、
当
社(

有
限
会
社
北

将
建
設)

が
、
東
京
都
建
設
局
の
公
共
工
事
を
始
め
て

受
注
し
た
工
事
で
、
こ
の
西
多
摩
地
域
に
定
着
す
る

キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
思
い
入
れ
の
あ
る
工
事
で
す
。 

北
将
建
設
は
、
羽
村
市
に
て
平
成
二
一
年
九
月
に

有
限
会
社
と
し
て
設
立
し
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で

当
協
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
見
守
ら
れ
な
が
ら

日
々
会
社
を
営
む
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。 

西
多
摩
土
木
遺
産 

「
温
故
知
新
」 

第
３
回 

 
 
 
 
 
 
 

瑞
穂
町
栗
原
新
田
交
差
点 

工
事
件
名
：
交
差
点
改
良
工
事 

(

２
４
西-

栗
原
新
田
交
差
点) 

工 
 

期
：
平
成
二
五
年
三
月
二
五
日
～ 

平
成
二
五
年
七
月
一
八
日 

現
場
代
理
人
兼
主
任
技
術
者 

木
下
智
之 

 

今
工
事
は
当
時
、
す
い
す
い
交
差
点
工
事
の
一
つ
の

工
事
で
、
す
い
す
い
栗
原
新
田
交
差
点
の
第
一
期
で
本

工
事
の
準
備
工
事(

歩
道
設
置
、
排
水
設
備
設
置
等)

だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

現
場
で
の
施
工
自
体
は
難
し
い
工
法
等
は
無
く
さ
ほ

ど
苦
労
す
る
点
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
何
分
、
東
京

都
建
設
局
の
工
事
が
初
め
て
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
々

の
書
類
作
成
や
設
計
変
更
時
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
の
修
正
、
竣
功

成
果
品
等
々
で
大
分
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
経

験
が
当
社
の
糧
と
な
り
、
現
在
当
社
の
日
々
の
現
場
運

営
に
生
か
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
古
き
を
温
ね
て
新

し
き
を
知
る
、
こ
の
当
時
の
事
を
振
り
返
り
、
改
め
て

今
を
見
つ
め
直
し
こ
れ
か
ら
も
温
故
知
新
の
心
を
忘
れ

ず
に
、
新
た
な
施
工
技
術
の
創
造
や
事
業
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
会 

北
将
建
設 

木
下
智
之 

 

 

 

 

 

 

左上各写真：工事中      右上各写真：工事完了後 


